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Donaggio反応1こ関すろ実験的研究

第2篇長時間筋作業域に、おけるDonaggio

反鷹値の攣動について

金沢大攣医学部生理学轍：室（主任 斎藤轍：授）

櫻  井  昭  光
  Akirnitu Sakura，i

  （昭和28年8月30日受附）

（本論文要旨は昭和28年8月30日第7回近畿生理学談話会に発表した）

1．緒

 運動疲労及び産業疲労測定の爲にDonaggio

反店（以下D反応と略す）は現今多く利用され

研究されている．例えば，Donagg io i）， Rende1

2），佐藤等3）●9）は「スポーツ」について，佐藤

（安）10），小森等11》一14｝は張行軍につV、て，斎藤

15），融和等16“2，）は筋肉労働及び産業疲労等に

おけるDonaggio反応値（以下D値と略す〉の

変動について報告している．しかし乍ら，それ

らの多くは第1篇にも述べたように，そのD値

と尿中に排泄されたDonaggio反応陽性物質

（以下D物質と略す）との間の：量的関係が明ら

かでない旧法によるものであb，且つ何れも蓮

動や労働の前後におけるD値を比較しているに

止まり，作業時のD値及びその時間的の変動の

経過につv・ては詳細な研究がなされてv・なv・．

その後，佐藤助によりD反応標準法が考案発表

された．本法は反応値と反応陽性物質の濃度と

論

の聞に直線関係が成立する所に特徴があるが，

本法を用いた研究業績は今日未だ非常に少な

い．喪だ佐藤19）はD反応標準法により日常炎天

下の実習に出る学生10名の卒均tg 6．1±1．9で，

鉛を扱う工員6名で7．0±1．9，他の鉛工5名

で7・0±1・7で，鉛工は他の種の工員より高値

を示したと報告し，叉下川等鋤は短時間の自転

車エルゴメータ ．一上の激しい筋作業時における

D値の変動をD反応標準法によって，：量的並び

に時間的に追求して報告している．そヒ．で筆者

は長時間に亘る筋作業時におけるD値の変動を

詳細に調べる陀めに，長距離歩行及び工場労

働土工等の作業中のD値を時間的に追求し，

兼ねてより吾々が疑問としていた疲労劇定法と

してのD反応の価値の実験的批判を試み，同時

に作業強度とD値増加との関係を統計学的に検

討した．

II．実験方法及び実験成績

D値測定は第1篇と同様，中山の改良法31）に

よって行った．

A．長距離歩行時におけるD値の変動

 ヒとに述べる長距離歩行実験はとのD反応研

究の目的で5月5日企図されたものである．被

検者は13名の健康な成人男子（21～28歳）で，

何れも当生理学教室員或いは医学部学生で本研

究に十分な理解と興味を有する人々であるか
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ら，採尿，測定は実験室内における場合と変ら

ない理想的条件の下に実施することが出來た．

歩行行程は西金沢より湯涌温泉までの21．5ktn

で，午前の行程は金沢市内，書食を当教室でと

り，午後は幾分登り勾配のある街道を行進し

た．その「スケヂat・・一ル」は次のようである．

 （1） 午前9時～10時 西金沢にて1時間安

    静（9時に排尿して10時に探尿し，ヒ

    れを蓮動前安静時尿とし拒）

 （2）午前10時 出発 11時に金沢市六枚

    町着，採尿（この間の距離は約5km》

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

正午 大学着 探尿（距離は約4km）

12時40分 大学発（～二の聞に中食をと

り，出発直前に探聾し，tれを途中休

憩時尿とした）

午後1時40分 臨画近着 探鉱（距離

は約4km）

午後2時40分 市瀬附近着血尿（距

離は約5km）

午後3時30分 涌湯着 熱血（距離は

約3．5km）

午後4時30分まで1時間屋内で安静に

    し，千尋，これを蓮動後安静時尿とし

    た．

 しかし乍ら，各区間の三二及び処理に約10～

15分の休憩を要し「た允め，実際には50～’45分聞

で上記の距離を歩行したことになる．

 その成績は第1表で示される．各区聞のD反

応値の平均値を図示すれば第1図となる．13回

忌一槍者は何れもこの歩行により最後には非常

に強い疲：労に陥ったが，tの表にみられるよう

に，D値は回る者では絡三唱んど変化しなかっ

たが，叉或る者では著明な上昇を示した．tの

ようにD値にもその二時的変動の経過にも可成

り著しい個人差が認められる．しかし乍ら13例

の成績を綜合して推計学的な処理を加えると興

味ある所見が得られる．即ち出発前，中食，絡

了後の安静時におけるD値は略it一定し，歩行

時の値よりも低くなっている．歩行を中止する

と急にD値が低下する．五つのコースの歩行時

のD値を比較すると，あとになる程大きくなる

等である．

 これらの実験所見に対しては考按の章で若干

の考察を加える．

第1表 歩行時にお・けるD値の変動 全行程

1・・時一・2暢講一12時

 大’学  中 食

 4Km

21 ．5km

時

場

距

間

所

離

下川（28歳）

i馨口灘；

1櫻  井（26歳）

西 田（24歳）

菓子井（23歳）

沼 田（23歳）

柳沢（22歳）

河 内（22歳）

大塚（21歳）

高 野（21歳）

松田（21歳）

石  Jll（21歳）

響撚罐
出発前安静
時

3．0

2．8

2．7

23
4．7

4．6

2．3

2．2

4．1

5．9

4．6

3．8

3．1

町

5Km

4．0

3．9

2．9

2．8

3．1

3．8

2．4

3．1

4．3

6．2

5．5

4．0

4．5

4．4

3．8

2．5

2．7

2．8

4．0

3．0

2．9

4．9

6．5

4．6

4．1

4．1

12h盆茶舗繊努
 舘 1市ノ瀬

 4Km ］ 5Km

4．5

2．4

2．8

2．0

2．8

3．1

2．9

2．7

4．6

4．8

4．6

3．0

4．2

4．3

3．8

3．0

2．1

4．3

4．1

3．0

3．0

6．2

4．9

5．1

3．8

4．8

5．7

3．8

3．0

2．3

5．0

4．9

3．2

4．e

7．2

6．3

5．0

4．1

3．5

2時40分一 3時30分一
 3時30分 4時…30分

湯 桶
     到着後
3．5Km  安静時

5．4

3．7

2．6

2．4

5．2

3．7

3．6

6．5

9．0

8．3

5．8

4．6

3．5

4．5

2．7

2．3

2．3

3．4

3．9

3．0

4．0

5．5

5．8

4．2

4．0

2．1

rp均値13・6 3．9 1 3．9 3．4 4．1 4．5 5．0 3．7
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  第1図歩行時D値の時間的経過

         憎憎者 Sa

 50
D
 20
値

 1，0

  9． 10． 11． IZ 12．401．4e 24D 545g 4，5e

     午  前         午  後

 so

 80

 7．0

 6．O
D
 50
値

 40

 5．0

 20

 10

  9． IC 11． 12 1240 14D 240 3．ZO 450

     午  前     午  後

：B．工場労働におけるD値の変動

1）男子労働者

市内の某織機製造工場に胎いて從業員を作業

             第2表1

D値変動少き例

被樵者・K

c億変動多き例

、

   5．V

   4．O

  D
   5．0

 殖   20

   1・e

    gL 10． 11 12 12．4Cl．40 24D 550 450

      午 前  午 ㌦歩行

一度に從って，鋳造部，組立部，旋盤部，：事務

の4種に区別し，以下のD反応に関する測定を

行った．

 （i）作業前及び作業時間中におけるD値の：変

動

 各職種から10名づっ選び，午前7時に排尿さ

せ午前8時に採尿して作業前の尿とし，作業中

は2時間毎に採尿してとれらのD値を測定し

た．（但し，中食時間は45分間で，午後4時45

分より6時45分までは残業時聞である．）その

測定値は第2表，各時間区の李均値を図示する

と第2図となる，

 （a）鋳造工（第2表1，第2図1参照＞

 4種の職種の中では最も強い筋作業を伴うも

のである．

13名の準均値

欝造工10名のD反応値

凝
時

年齢

間

作業

29歳

M
35

36

42

44

0s

46

52

55

午前

7時～8時

作業前

8時～10時 10時～12時

作 業

5・3点i

4．g l
S12 l

Sl”9 i

6．6

6．0

4．7

6．4

6．0

9．0 i

5．7

5．2

5．7

6．9

6．4

5．8

6．1

5．8

5，5

10．7

6．6

4．4

5．7

7．2

5．7

7．0

5．8

6．8

5．8

10．0

12時～
午後ユ2時45回

申食時

5．8

4．3

5．6

8．1

4．2

4．5

4．5

5．4

4．2

9．0

12時45分～
 2時45分

2時45分～
 4時45分

作 業

4．6

5．0

5．0

9．2

6．1

4．1

5．3

5．3

3．8

9．2

4．6

4．5

4．3

10．8

6．7

4．2

5．9

5．8

4．5

10．0

4時45分～；
 6時455｝1

残  業1

4．2

4．7

4．4

8．4

5．8

4．6

5．6

9．3

4．6

9．2

rp均値16．・
    t

6．4 6．5 5．6 5．8 6．1 6．1

総ZF均値 6・1点  作業時李均値 6・2点

［ 24 ］
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第2図 男工の作業時D値の時間的経過

    1．鋳  造  工

6．4    6．5

60
5．8

5．6

7 8p 10
午  前

12 1245 2，45 4．45

     午  後

II．組  ：立  工

645

49    49             51
48 47

44 44

T． 8 10
 午  前

12 12．45 245 445
午  後

IIL旋  盤  工

6．45

43
4．5

4．2     4．2    4，1       4ユ        4．1

7・ 8 ID
 午  前

12 1245 245 4．45
午  後

IV．事  務  員

6．45

3．8   38

3ユ
33     34        33       3．3

r． ＆ lo．
 ’午  前

IZ IZ45 Zos 4，45
午  後

6．45

 第2表1に示された通りD値には

若干の個人差はあるが，何れもこれ

まで述べてぎた学生，研究室勤務者

に比して全般的に著しく高い（全平

均6．1＞のが目立っている．作業時

のD値変動は小さXb．各紀聞区の平

均値についてみると最低は中食休憩

時間，最：高は午前10時～12時の区間

であるが，長距離歩行実験と異なっ

て作業前及び休憩時のD値が非常に

高く，且つ作業時のD値と大差がな

い．作業時のD値の総準均は6。2点

となる．

 （b）組立工（：第2表II，第2図II

参照）

 鋳造工に次で張v・筋作業を行う職

種である．

 その作業中及び作業前と休憩中の

D値変動は鋳造工に比べると総体的

に値は低いが，その変動の模様はよ

く似ている．ただ最高平均値が午後

の区間にみられる点が異なるだけで

ある．作業時の総軍均値は4．9点で

あった．

 （c＞旋盤工（第2表III，第；2図

III参照）

 組立工より更に筋作業の少ない職

種である．

 作業時と休憩時との聞に殆んどD

値には差が認められなくなり，全体

を通じてD値の変動が非常に少な

い．叉作業中で最高値を示した午前

8時～10時の作業開始時でも4．5点

を示したに過ぎす，一般にD値は低

くて特に作業後牢は4．1点でよぐ一

定している．なお，ヒの作業中の総

李均値は4．2点で，前二者より低い

値を示す．

 （d）事務員（第2表IV，第2図

Iv参照）

［ 25 ］
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第2表 II組立工10名のD反応値

時  旧

劇20歳
幻

21

24

29

3工

31

33

42

44

午前

7時～8時

作業前

4．2点

3．8

3．5

2．6

1．6

6．5

4．3

4．7

5．9

7．0

8時～10時 10時～12時

作 業

3．9

4．6

3．9

3．6

2．3

10．5

4．7

4．7

4．8

6．2

3．9

5．8

3．1

3，8

2．1

10．1

4．5

5S
4．8

4．6

12時～
午後12時西分

申食時

3．6

4．1

3．1

3．2

3．0

9．1

4．0

4．4

5．4

4．4

12時45S｝～F2時45分～

     4時45分塒矧
作 業

3．2

3．8

3．2

3．8

5．O

IO．3

3．8

6．1

4．9

4．3

4．5

4．3

2．9

5．0

4．9

10．7

3．8

6．3

4．7

4．e

4時45分～
 6時弱分

残  業

4．2

4．0

2，8

3．9

4．7

9．3

3．9

5．7

4．5

4．3

軸側 4・4 4．9 4．9 4．4 4．8 5．1 4．7

総身均値 4・8点  作業時李均値 4・9点

第2表 III旋盤工10名のD反応値

    I    l午前
時  聞
    17時～8時

談1作二二
25歳

as

30

31

34

38

39

41

41

51

2．3点

7．8

2．7

5．9

4．0

4．1

4．1

4．0

3．9

4．0

8時～10時
・・時一12総量分112囎雰 2時45分～

 4時45分

作 業 「申食時1 作 業

2．9

6．8

5．9

5．9

4．0

2．8

4．1

4．3

4．g

4．0

2．7

6．1

2．9

5．5

4．1

2．6

4．1

3．8

39
6．5

2．7

6．1

2．0

5．8

4．0

2．7

4．3

4．5

3．7

6．5

2．9

5．8

Z6
5．0

4．1

3．3

4．2

4．0

2．9

6．5

 2．7

 6．2

 2．6

 4．8

 4．3

 3．0

 4．1

 3．8

， 2．8

 6．2

4時45分～
 6時45分

残  i業

2．6

6．5

2．5

6．1

3．7

2．7

4．1

3．0

3．e

6．5

rp均値14・3 4．5 4．2 4．2 4．t 1 4．1 4．1

総李均値 4・2点  作業時牛均値 4・2点

 この種の作業では，作業時と休憩時とのD値

の間にぽ全く差がみられなくなり，全体を通じ

て前三者よりD値が低くて，最高値を示した午

前7時～10時でも3．8点に過ぎす，以後は作業

時，休憩時を問わす殆んど一・定した値を示して

変動が少ない．叉との作業中の総挙均値は3．4

点で，研究室勤務者及び成人男子の安静時の雫

均値とよく一致し，他の労働者のD値より遙か

に低い．

 （ii）一定作業時間におけるD値

 （i）の実験で職種によってD値に差のあるこ

とが推測されπので，ヒれを確かめる拠めに各

職種から50名つつ選び，午前8時から10時まで

の作業中の尿を探り，D値を測定し，下職腫に

おけるD値の準均値とその散布範囲を求めた．

その成績から「ヒストグラム」で表わしたもの

［ as ］
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第2表IV事務員10名のD反応値

時  聞

談20歳
33

34

36

41

42

52

53

es

午前

7時～8時

作業前

4・6点

3．t

4．2

3．4

5．4

3．2

2．1

4．5

4．3

3．6

8時一・・時

I・時一・2時

作 業

12時～
午後12時45分

申食時

4．5

2．ユ

4．1

3．4

5．9

3．2

4．8

3．0

3．8

3．2

3．0

2．0

3．1

1．9

3．6

3．1

4．3

2．5

4．6

3．e

3．1

2．0

4．1

1．9

3．8

3．6

4．9

3．6

3．2

2．9

工囎雰罐雰

作 業

3．1

1．9

4．0

2．1

4．2

4．4

4．5
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2．9

2．9
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2．9
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3．1

1．9

3．4

2．8
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第3図各職場に於けるD値の分布
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を第3図に示した．

 （a＞鋳造工

 tの作業に從：事する労働者の中，D値の最低

値は2．7点，最高値は11．0点で個人差が非常

に大きいが，5．5点より5．9点級間のものが最：

も多くて20％を占め，ヒの李均値は5．9点であ

る．これより母淫売の信頼限界を求めると，5

％の危：瞼率において，6．5≧m≧5．3で，ヒれ

は（i）の実験で得た値と一致する．

 （b）組立工

 tの作業におけるD値の最低値は2・1点，最

高値は：10．5点で（a）と同様に個人差は大きい

が，最も多いのは4．5点から4．9点級間のもの

で22％を占めた．而してこの李均値は4．6点・

で，これより母干均の信頼限界を求めると，5

％の危瞼牽において，5．1≧m≧4．1で，これ

は①の実験で得お値と一致し，鋳造工との間

には5％の危厄牽において有意の差が認められ

1た．

 （c）旋盤工

 eの作業におけるD値の最低値は2．4点，最：

高値は6．8点で，前二者に比べて最高値は低

い．最：も多いのts 4．0点から4．4点垣間のもの

で24％を占めた．而して：ヒの手均値は4・1点

で，これより母準均の信頼限界を求めると5％

の危演題において，4．4；≧m；≧3・7となり，（i）

で得た値と・一・致するが，・組立工との間には5％

の危瞼率におや・ては有意の差が認められなV・．

 （d）事務員

 ヒの部のD値の最低値はLO点，最：高値は

6．2点で，最も多bのは3．o点から3．4点級1聞

のもので，26％を占めた，而してこの挙均値は

3．5点で，これより母準均の信頼限界を求める

と5％の危瞼牽に訟いて，3．8≧m≧3．2とな

り，t．れは（i）で得た値及び成人男子安静時の

値とよく一致する．又旋盤工との間には5％の

弓頭率におや・て有意の差が認められた．

 以上の成績より作業の軽重によって職種によ

りD値に差違のあるととが確iかめられ1た．

 2）土木作業におけるD値

被癩者は貯水池掘り作業に從心した土工6名

（年齢2玉～49歳〉で，測定時間は亥のように区分

し，その成績から各時間区の卒均値で表わした

ものを第4図に示しπ．

6．0

 50
D 40

値50

2e

r・o

第4図 士工の作業時D値

   の時間的経過

62              曜國作 業
5。7      56     55       5．7

8時 9  10 11 12  1 2  ξ  4  5

  午  前       午  後

（1）午前8時10分～9時40分（午前前牛）

（2）午前9時40分～正午

（3）正午～午後1時

（4）ノ［後lff寺…～3日寺

（5）午後3時～5時

（午前後上）

（中食時間）

（午後前牛）

（午後後上）

 この種の作業においても，作業中のD値の変

動は一般には少ないが，最：高値を示したのは午

前前牛で6．2点で，最も低いのは午後前回の

5．5点であった．しかし乍ら個々にみた場合に

は，前記工場の労働者の場合と異なって相当変

動の激しい者もあり，作業中5点もD値の変動

しfO例があった．又休憩時（中食時）のD値も

一般に高くて作業時のD値とあまり差がない

が，1名を除いては大体低くなる傾向があっ

た．叉この場合も個人差は相当あるが，特に作

業時聞の経過と共にD値が漸次増加するものと

低下するものとが認められた．なお，との作業

中のmeZF均値は5．6点で，ヒの値は工場労働の

鋳造工のD値に匹敵する．

 3）女子労働者

 被暗者は市内の某撚糸織物工場の從業員で，

職種別に織布女工と撚糸女工に分け，各々を更

に熟練工（経験3年以上，年齢19～30歳）と未

［ 28 ）
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i熟練工（1ヵ月前に入肚，年齢16～18歳）とに

分けて以後の実験を行った．

 ①作業前後及び作業時闇におけるD値の変

動

 一例何れも10名につV・て作業中及び作業前後

のD値を測定した．測定時間は麹のようにし，

その成績から各時間区の李均値で表わしたもの

を第5図に示した．

（1）午前6時孚～7時牛（作業前安静時）

（2）午前7時孚～9時牛（午前前池〉

（3）午前9時孕～正午

（4）正午～午後1時

（5）午後1時～3時

（6）・午後3時～4時牛

（午前後¢）

（申食時〉

（午後前牛）

（午後後¢）

                       （7）午後4時牛～5時孚（作業後安静時）

                       但し，織布熟練工のみ（7）は4時孚～6時

                          牛（残業）である．
    第5図 女工の作業D値の時間的経過       なお，被三者はすべて寄宿舎生活者

        織布女工（1， ffエ）     である．

                           （a）織布女工
 5．O

D                         （イ）熟練工
 20
                           作業中のD値は一般にあまり高くな
値10
                          く，最も高いものでも午前前牛の3・1

  6SO Tsg g30   12 1  5 4．50  650 点に過ぎdト，作業申のD値の変動も少

      午 前      午 後        なくて，個々にみfた場合にも1点以内

                          のi変動を示したに過ぎなV・．叉作業時
       織布女工（未熟練工）
                          と休憩時の差も殆んど認められない

  3’0                         が，全般を通じて最：低溶を示すのは中
 D
  20                      食時で，との例でも残業時のD値は高

 値10                       くない．なお，この例の作業中の総雫

                          均値は2．9点であるが，成人女子の安

   6SO 「sO面心 121午襲450 5‘O瀦のD値砒ぺて特嫡噸で肱
                          い．

        撚糸女工（熟練工）      （の未熟練工

 50            この例では一般に前者よbD値は低
D2。          く・最も融午後後牛でも2・7点を示
                          すに過ぎす，作業中のD値の変動は極
値10
                          めて：少ない．しかし乍ら作業時は休憩

30  31                    3⑪
272．6

 きo
t）

@20

値1．0

2．3        23              21

2．7

2」 2120

2523 22 2125 23 2．2

650 750 950
    午  前

12 1
午

撚糸女工（未熟練工）

5 450 55g
後

3．3

28              29
2．5 2．5    2，4

23

6．50 750 95e
    午  前

12 1 5 4．SO 5 SO
   午  後

時のD値より僅かに高く，而も休憩時

のD値は2．0～2．1点でよく一定して

いる．叉ヒの例の作業時の総平均値は

2．4点で前者より低いが，成人女子の

安静時のD値と一致する．

 （b）撚糸女工

 （イ）熟練エ

 ヒの例もD値は一般に低くて：変動が

少なく，作業中で最も高い午後撫牛で

も2．5点で，とれは作業前安静時と同

［ ts ］
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 値で，この場合も（a）（イ）と同様に作業時

と休憩時との差が明らかでない．叉ヒの例の作

業申の総弔均値は2。3点である．

 （・）未熟練工

 この例でもD値は一般にあまり高くないが，

最も高いのは（a）（ロ）と和議に午後後孚でD

値は3．3点である．叉この場合も作業時のD値

は休憩時よりも僅かに高いが，D値の変動は少

ない，ヒの作業中の総卒均値は2．9点で（a）

（イ）と同値である．

 （ii）一定作業時聞におけるD値

 （1）の実験で各例の聞に著明な差がみられな

かったので，ヒの測定は織布熟練女工のみにつ

いて行つお．（この際の被槍者は逓垣越も含め
       へ
て30名である）実験は午前7時牛から9時牟ま

での作業中の尿を探りD値を測定し，それより

D値の卒均値とその散布範囲を求めた、その成

績から「ヒストグラム」で表わしたものを第6

図に示した．

III．考

 本実験においては比較的長時間の筋作業，工

場労働の際のD反応値を測定した．本実験にお

いても，虚報の安静時のD反応値と同様，作業

時のD反応値の可成り著明な個人差と，同一個

人については在る程度のD反応値の恒常性が認

められる．叉筋作業が極軽度な場合，例えば事

務員，織布撚糸の女工等にあっては短日D反応

値は安静時と変らぬ値を示しているが，作業が

或る程度以上放くなると，初めて尿D反応値の

上昇をみるようになる，との所見は先に当i教室

の下川ag 30》の自転車エルゴメt・・一タ胴上の作業に

おけるD反店値の実験成績とも一致する．故に

ここではD反応値の上昇する場合について若干

の考察を加えるヒとにする．

 先ず長距離歩行実駿の成績をみると，被検者

は何れも長距離歩行には馴れない者ばかりで，

今回の実験の宴遊時には非常1こ強い疲労感を覚

えたものであるが，歩行を絡了するや直ちにD

反応値は出発前の値に復帰している．中食休憩

elo

20

10

第6図織布女工のD値の分布

e5 le 15 20 25

    D   値

50 55 40 45

 この作業におけるD値の最低値は0・9鳥最：

高値は4．1点で，個人差はあるが，最：も多いの

は2．6点から2．9点級間のもので23・3％を占

めた．而して：この平均値は2・6点で，これより

母雫均の信頼限界を求めると，5％の危瞼牽に

おいて：，2．9≧m；≧2．2となり，これは（i）で得

た値及び成人女子の安静時の値とよく一致す

る．

  按

の際にも同様，蓮動を休止すればD反応値は直

ちに低下して出発前の値に戻っている．斯る実

験所見はD反応値は筋作業の結果発生する疲：労

とは無関係で，むしろ筋作業自縛と何らかの関

連の存在を想像させるものである．刊1等3“〉の

実験においても自転車エル：fメーター上で中等

度強度の作業を長時間継続すると，初期にD反

応値は増大するが，作業を継続していてもD反

応値は逓減する所見を得ているが，とれもD反

応値と疲労に直接的なつながりのないことを示

すものと考えられる．

 歩行時のD反応値は時聞の経過と共に漸増の

傾向を示している．これは歩行の疲労が増すに

從って筋の作業能率が次第に悪くなb，絡点に

近付くに從って歩行のために強い筋作業を必要

とする結果ではないかと考えられる．吾々は斯

る聞接的な意味でのD反応値と疲労の関蓮を想

定している．筋作業が或る程度以上になれば，

D物質の排泄を増すことは疑を容れないが，そ

【舗】
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の排泄量変動の機転については今日なお憶測の

範囲を出ない・吾々は筋作業に件うStressがD

物質の排泄を増すと考えるに止める．

 織機工場の労働者についての計測を吟味する
と，D『 ｽ応値は明らかに作業彊度の大きな職種

ほど大きくなっている．却ち鋳造工〉組立r・〉

旋盤工〉：事務員．そして事務員のD反応値は丁

度受講中の学生や研究室勤務者のそれに匹敵し

ている．筋肉労働者の1日のD反応値をみる

と，作業時は勿論高いD反応値を示すが，作業

前や中食休憩時におV・ても作業時に比して梢ζ

低いが，ヒれと大差のない高い値を示している

点が先の長距離歩行実験の成績と異なってい

る．又前記4種の職種の労働者の作業前のD反

応値を．比較しても，鋳造工の値は他の職種の者

に比して：明らかに高いヒとが証明される（危瞼

…率5％）．即ち重筋労働者は作業時，安静時を

通じ全体としてD反応値の水準が事務員，学生

等の軽作業者に比して高まっていると見傲すヒ

とが出選る．とれは物質代謝叉は腎機能の重筋

作業に対する順応現象と関蓮するものかも知れ

ないが，彼等の休日におけるD反応値が軽作業

者のそれより高い値に止まるかどうかはこの聞

題に関し興昧ある解答を与えるであろう．しか

し，今回はヒれを調査する機会を得なかった．

4種の職種ともに1日の作業経過に件うD値増

減の一定の傾向を認めるヒとは出來なかった．

先ず作業申は略it一・定に保たれるものといえよ

う．

 貯水池掘り作業の土工についての測定成績に

も，上と同様の考察が当てはまる．

 ヒれらの成績より尿のD反応標準法値は労働

者の筋作業張度の判定に役立つものではないか

と想像する．そして最重労働と呼ばれる職種に

勢いては卒均6点前後のD値を示すものと思わ

れる．

 織布，撚糸女工の労働はその彊度がD反応値

の上昇を來す程度に至らないのであろう．受講

中の女子学生のD反応値と一致する値を示して

v・る．

IV．総

 比較的長時闇に亘る筋作業時の尿Donaggio

反応値を標準法によって観察した．この：場合も

安静時の際と同様D値の水準には糊入差が相当

認められゐが，多数測定の平均値について次の

実駿所見が得られた．

 1）教室員及び学生13名の長距離（21．5km）歩

行時のD値測定の結果，歩行中は安静時の値よ

り梢ヒ高く，時間と共に漸増の傾向を示す．し

かし歩行を中止すると甚だしい疲労感があるに

も拘わらす急速に安静時の値に戻る．

 2）工場労働者及び土工について観察しk結

果，次の所見を得た．

 i）筋作業張度が或る程度以下の場合には吾

々堺筋作業者のD値と変らなV・．

 ii＞或る程度以上の筋作業に即事するときは，

D値と作業張度は略e平行する．

括

 iii）彊v・筋作業に從罪する労働者におv・て

は，休憩時でもより軽V・作業に從回する者より

高いD値を示す．

 iv）1日の作業経過に整うD値の変動を観察

したが，一定の傾向は認めない．

 3）実験成績を通覧すると，D値は疲労の指

標とVOうよりも，筋作業強度の指標として実際

上役立つものと考えられる．D値は軽作業者に

あっては凡そ3・5点前後，鋳造工，土工等の最

下労働者で6・0点前後の値をとる．

 欄筆に当り終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜わり

たる恩師斎藤教授に深甚なる謝意を表し，資料蒐集に

御援助賜わりたる北陸機械工業株式二二大谷常務殿，

丸大野糸織物株式会肚西野弓長殿及び各三業員，土木

労務者苗びに生理学教室員，学生の各位に深謝します・

［ 31 ）
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内一彌外5名：医学と生物学，13，6・418（昭

23）    19）佐藤徳郎＝生体の科学，1，L

37（昭24）   20）大平昌彦外3名：医学と

生物学，18，2・76（昭26）  21）福井忠牽外

2名：労働科学，28，4・243（昭27）  22）

野地豊＝ 日本衛生学雑誌，7，1・21（昭27）

23）村上利外5名： 目本衛生学維誌，7，1・23

（昭27）  24）大川富雄・藤原政登＝日本衛

生学雑誌，7，1・20（昭27〕  25）上西正治：

労働科学，29｝5・260（昭28）   26）籐沼茄

吾ST 8名：労働科学，29，5・261（昭28）

27）大木勝夫外4名：労働科学，29，5・262

（昭28）  28）高橋英次外5名：労働耕学，

29，5・262（昭28）   29）野瀬善勝：労働

．科学，29，5・263（昭28）  30）下JII末夫外3

名：体力科学，2，5・183｛昭28）  31）中

山達夫：綜合医学，10，5・255（昭28）

［ 32 ］


